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【主な研究成果】
　本研究の目的は，歯科インプラントの骨結合時間を短縮化でき，インプラント周囲炎で惹起される骨吸収後に軟組織や免疫細胞の制御が可能なインプラント表面性状開発の基盤を構築することにある．本研究では，インプラント開発の基盤となる，インプラント周囲硬軟組織の骨吸収を惹起する薬剤副作用のひとつである薬剤関連顎骨壊死（ＭＲＯＮＪ）モデルマウスを作製し，脂肪組織由来Ｓｔｒｏｍａｌ　Ｖａｓｕｃｕｌａｒ　Ｆｒａｃｔｉｏｎ（ＳＶＦ）細胞と高機能化末梢血単核球由来細胞（ＱＱ-ＰＢＭＮＣｓ）を移植したレスキューモデルを開発した．屠殺後に組織切片を作成し，複屈折偏光顕微鏡にてＭＲＯＮＪ周囲の硬軟組織における組織配向性を詳細に解析したところ，ＳＶＦ細胞移植もＱＱ-ＰＢＭＮＣｓ移植もＭＲＯＮＪを有意に治癒・緩解させたが，移植された細胞種によって，治癒した軟組織コラーゲンの組織配向性が有意に異なることが明らかとなった．
【今後の展望】
　今後は，インプラント周囲炎モデル動物を開発し，複屈折偏光顕微鏡を利用して，インプラント周囲炎におけるインプラント周囲硬軟組織のコラーゲン配向性を詳細に解析する．
【具体的な成果】
　●論文
　●学会発表: 
1. 黒嶋伸一郎，松澤　樹，石丸智也．BRONJ様病変の治癒に異なった影響を与える非培養SVFCsと培養QQPBMNCs移植治療．第45回日本骨形態計測学会，（日本骨形態計測学会雑誌，35巻1号，143，O-12）（令和7年6月26日～28日，27日発表，大宮ソニックシティ）
2. 黒嶋伸一郎，石丸智也．BRONJ様病変に異なる影響を与える非培養脂肪組織由来細胞移植と培養末梢血単核球由来細胞移植．第43階日本骨代謝学会学術集会（第43階日本骨代謝学会学術集会プログラム・抄録集，163，P-24）（令和7年7月24日～26日，25日発表，熊本城ホール）
3. 松澤　樹，石丸智也，澤瀬　隆，黒嶋伸一郎．細胞移植の違いがBRONJ様病変の軟組織治癒に与える影響を比較解析する，公益社団法人日本口腔インプラント学会　第45回東北・北海道支部学術大会（盛岡）．日本口腔インプラント学会誌　第45回東北・北海道支部学術大会プロブラム・抄録集．43．（2025年9月6日－7日対面開催，7日発表，仙台国際センター展示棟）
　●国際会議発表
　●招待講演
4. 黒嶋伸一郎．シンポジウム10骨粗鬆症社会の脅威「薬剤関連顎骨壊死MRONJは克服できるのか？」薬剤関連顎骨壊死の病態形成機構解明と治療法開発研究から分かってきたこと，第25回 日本歯科医学会学術大会（神奈川）．第25回 日本歯科医学会学術大会プロブラム・抄録集．72．（2025年9月26日－28日対面開催，26日発表，パシフィコ横浜）［シンポジウム］
5. 黒嶋伸一郎．「薬剤関連顎骨壊死の基礎的・臨床的研究から分かってきたこと」，公益社団法人日本口腔インプラント学会第45回中国・四国支部学術大会．（日本口腔インプラント学会誌　第45回中国・四国支部学術大会プロブラム・抄録集．22）（2025年12月13日－14日対面開催，13日発表，ルネスホール，岡山）［シンポジウム］
　●受賞
1. 松澤　樹，石丸智也，澤瀬　隆，黒嶋伸一郎．移植細胞の違いはBRONJ 様病変の硬軟組織治癒に異なった影響を与える，第55回公益社団法人日本口腔インプラント学会学術大会．（日本口腔インプラント学会誌　第55回公益社団法人日本口腔インプラント学会学術大会プロブラム・抄録集．38巻．69）（2025年10月24日－26日対面開催，26日発表，福岡国際会議場，福岡）［優秀ポスター賞］
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